
（１）自殺の現状と関連する状況について

① 人口動態統計から (出典 厚生労働省「人口動態統計」）

◆ 自殺者数

・全国の推移をみると、平成 21 年から減少傾向にあります。東京都は平成 29 年まで緩やかに減少し、30 年で下げ止まっています。

・あきる野市は約 10 人～20 人程度で増減しています。
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★人口動態統計（厚生労働省）と自殺統計（警察庁）について

・人口動態統計は、日本人を対象としているのに対し、自殺統計は、総人口（外国人を含む）を対象にしています。

・人口動態統計は、住所地を基に死亡時点で計上しているのに対し、自殺統計は、発見地を基に自殺死体発見時点で計上しています。

・人口動態統計が死亡診断書による死亡時点を計上するのに対し、自殺統計は後からでも自殺と判明した時点で計上し、異なります。

・直近（令和２年 12 月時点）の自殺者については、警察庁の自殺統計でみることができます。

・市自殺対策推進計画（本書）では、自殺者の現状として人口動態に基づき自殺者数・その内訳を記載していましたが、東京都から情

報の提供を受けることができなくなったことから、西多摩保健所のアドバイスにより厚生労働省の「地域における自殺の基礎資料」

（自殺統計（警察庁））を使用することとしました。
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◆ 自殺死亡率（人口 10 万人当たりの自殺死亡者数 自殺者数÷人口×100,000 人）

・全国、東京都ともに減少傾向にありますが、あきる野市は高止まりの状態になっています。
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② 自殺統計から

◆ 自殺者数 （出典 厚生労働省ホームページ 第３回自殺総合対策の推進に関する有識者会議（令和２年 12 月 21 日厚生労働省）

・全国の月別自殺者数を過去６年間で比較すると、令和２年（赤線）は 6月まで最小の人数でしたが、7月から上昇し、10 月は

過去最多となりました。

◆ 令和２年（１月～12 月）月別自殺者数 （出典：地域における自殺の基礎資料、Ａ７票自殺日・居住地）

・月別自殺者数で最も多かった月は、全国では 10 月、東京都では 1月、あきる野市では 8月でした。
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・この 10 月の内訳について、年齢階級別、職業別、原因・動機別に前年と比べると、男性で増加したのは、20 代から 50 代まで、

職業は被雇用者・勤め人、原因・動機は勤務問題、経済・生活問題です。女性で増加したのは、20 代以上の全ての年代、無職

者（特に主婦、年金・雇用保険等生活者、その他無職者）、原因・動機は特に健康問題と家庭問題、と報告されています。

令和３年１月 22日

厚生労働省自殺対策推進室



◆ 自殺者の年代別状況（令和元年及び２年の６月～９月） （出典 厚生労働省ホームページ ）

・年齢別自殺者数を令和元年と２年で比較すると、男性は、全国、東京都ともに、20 歳未満、20 歳代、80 歳以上が増加しています。

・女性は、全ての年代において、全国、東京都ともに増加しています。

◆ 児童・生徒の自殺が増加 （出典 「第３回自殺総合対策の推進に関する有識者会議（令和２年 12 月 21 日厚生労働省）資料」）

・全国の児童・生徒の月別自殺者数では、過去４年間との比べ令和２年（赤線）は６月から増加し、８月には前年比約２倍となっています。

・女子高校生の自殺が増加し、６月から９月は前年と比較し倍増、特に８月は前年比の７倍となりました。

・男子は５月から、女子は６月から前年より増加しています。
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③ 新型コロナウイルス感染症の拡大による社会への影響

◆ 雇用情勢の悪化 （出典 総務省「労働力調査 2020 年 12 月結果」）

・全国の令和元年の完全失業者数は 145 万人、令和２年の

完全失業者数は 194 万人で、１年間で 49 万人増加しています。

・完全失業者率は 0.4 ポイント上昇しています。

（0.1 ポイント≒122,500 人）

・過去には完全失業率が上昇すると自殺者数も増加している

ため、今後増加する可能性があります。

◆ ＤＶ相談件数の増加 （出典 「第３回自殺総合対策の推進に関する有識者会議（令和２年 12 月 21 日厚生労働省）資料」）

・全国の令和２年（2020 年）のＤＶの相談件数は、いずれの月も前年より多くなっています。

・５月、６月は前年同月の 1.6 倍増えています。

2019 相談支援センター

2020 相談支援センター

2020 DV相談プラス

５



◆ 相次ぐ有名人の自殺及び自殺報道の影響 （出典 「第３回自殺総合対策の推進に関する有識者会議（令和２年 12 月 21 日厚生労働省）資料」）

・有名人の自殺・自殺報道が性別、年代を問わず自殺者の増加に影響した可能性があります。

６
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※ウェルテル効果とは、

マスコミの自殺報道に

影響されて自殺が増え

る事象のこと。



④ 地域自殺実態プロファイル（2020）から

◆ あきる野市の重点パッケージ (自殺総合対策推進センターによる分析）

・推奨される重点パッケージは、【高齢者】【生活困窮者】【勤務・経営】【子ども・若者】となっており、【子ども・若者】が追加され

ました。

・「地域の自殺者の特徴」あきる野市上位３区分

※推奨される重点パッケージは、「地域の自殺者の特徴」あきる野市上位３区分の自殺者の特性と、背景にある主な自殺の危機経路を

参考に選定されます。

自殺者の特性上位 自殺者数（Ｈ27～Ｈ30 年計） 割合（％）

１位：男性 60歳以上無職同居 12 15.0

２位：男性 40～59 歳有職同居 11 13.8

３位：男性 20～39 歳有職同居 7 8.8

８


